
第
二
章
社
屋
の
新
築

一
本
店
本
建
築
竣
成
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昭
和
二
十
七
年
十
二
月
八
日
に
現
在
の
本
店
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
九
層
の
建
築
は
完
成
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
昭
和
二
十
一
年
、

木
造
社
屋
建
設
の
当
時
か
ら
、
当
時
取
締
役
で
あ
っ
た
司
忠
社
長
の
胸
中
に
あ
っ
た
。

日
本
橋
の
本
店
は
大
正
大
震
災
の
の
ち
昭
和
二
十
年
五
月
、
戦
災
で
焼
失
し
て
了
う
ま
で
木
造
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
め
に
疎
開
さ

せ
ら
れ
、
ま
た
戦
災
に
も
遭
っ
た
。
今
後
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
鉄
筋
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
終
戦
以
来
の
政
治
・
経
済
。
社

会
の
混
乱
の
な
か
で
、
社
員
に
希
望
を
抱
か
せ
る
た
め
に
も
、
内
外
に
本
社
の
基
礎
が
磐
石
で
あ
る
｝
）
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も

立
派
な
本
店
社
屋
を
建
築
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
昭
和
一
一
十
三
年
、
清
水
建
設
に
相
談
し
、
地
下
一
一
階
・
地
上

九
階
の
本
店
ピ
ル
建
築
を
決
し
、
同
年
中
に
計
画
を
立
て
て
設
計
図
を
決
定
し
た
。
一
）
の
設
計
図
決
定
に
あ
た
っ
て
司
社
長
は
、
建
物

の
構
造
。
外
観
の
決
定
に
、
全
く
寝
食
を
忘
れ
た
如
く
で
あ
っ
た
と
、
工
事
担
当
の
某
技
師
は
語
っ
て
い
る
。
司
社
長
は
、
昭
和
二
十

四
年
に
入
る
と
、
建
築
に
必
要
な
鉄
材
購
入
に
奔
走
し
て
、
同
年
末
に
は
必
要
な
鉄
材
を
一
ト
ン
一
二
、
○
○
○
円
乃
至
一
四
、
○
○

○
円
で
購
入
を
完
了
し
た
。
そ
の
直
後
に
こ
の
種
の
鉄
材
は
ト
ン
当
り
七
万
’
八
万
円
の
高
価
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

か
く
て
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
、
取
締
役
会
を
開
き
、
清
水
建
設
と
の
間
の
、
本
店
第
一
期
新
築
工
事
契
約
締
結
の
件
を
決
定
し
た
。



続
い
て
残
り
の
第
二
期
工
事
を
昭
和
二
十
七
年
一
月
十
五
日
に
着
手
、
同
年
十
一
一

第
一
期
工
事
に
続
く
窓
五
シ
分
九
層
で
、
建
築
面
積
七
六
七
・
二
七
平
方
メ
ー
ト
ル

鶴§鶏 一蕊騨謹Ｗ夢漣

識§““
湾駒蝿黛蕊雪蕩鴛 鱗 蕊鍵 方

メ
ー
ト
ル
（
一
、
一

月
十
八
日
で
あ
っ
た
。

第
一
期
工
事
は
、
現
在
の
本
店
社
屋
の
北
東
部
窓
一
一
一
ッ
の
部
分
九
階
ま
で
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
敷
地
面
積
一
、
二
二
四
・
○
九
平
方

メ
ー
ト
ル
の
内
三
分
の
一
強
の
四
五
六
・
八
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
一
一
一
八
。
一
九
坪
）
、
九
階
ま
で
の
延
面
積
五
、
一
七
九
。
四
○
平

方
メ
ー
ト
ル
（
一
、
五
六
六
。
七
七
坪
）
で
あ
っ
た
。
工
事
着
手
は
昭
和
一
一
十
五
年
七
月
一
一
十
五
日
、
そ
の
竣
エ
は
、
翌
一
一
十
六
年
九

蕊

同
年
十
二
月
八
日
に
竣
工
し
た
。
第
二
期
工
事
は
完
成
し
た

“
メ
ー
ト
ル
（
二
一
一
一
二
。
一
○
坪
）
、
延
面
積
八
、
八
四
八
。

五
○
平
方
メ
ー
ト
ル
（
二
、
六
七
六
。
六
六
坪
）
で
あ

っ
た
。

岸
田
日
出
刀
工
学
博
士
は
、
こ
の
建
物
に
つ
い
て
、

琴
建
築
設
計
家
の
立
場
か
ら
、
好
意
あ
る
批
評
を
「
学

期謡
鐙
」
昭
和
二
十
九
年
二
月
号
に
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
要

店癖
点
は
、
第
一
に
外
観
か
ら
見
て
申
分
な
い
こ
と
、
第
二

畔
に
こ
れ
み
よ
が
し
の
デ
ザ
イ
ン
上
の
作
為
が
あ
ま
り
な

い
こ
と
、
第
一
一
一
に
外
壁
が
柱
の
外
側
に
つ
き
壁
が
一
面

平
滑
で
窓
が
ポ
カ
リ
ポ
カ
リ
と
開
け
ら
れ
、
部
屋
の
床

面
積
を
す
こ
し
で
も
広
く
使
用
し
得
る
こ
と
を
指
摘
、
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：

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
大
き
な
ピ
ル
を
建
て
、
あ
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
貸
し
室
に
す
れ
ば
い
い
・
協
力
金
も
は
い
る

し
、
家
賃
収
入
も
あ
る
か
ら
配
当
ぶ
ん
ぐ
ら
い
は
浮
く
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
営
業
の
ほ
う
は
ト
ン
ト
ン
で
も
株
主
に
迷
惑
を
か

け
ず
に
す
む
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

弾

織
識
鯵
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写

鱗溌蕊灘蕊驚

ｋ

単
調
の
美
を
充
分
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
、

褒
め
て
下
さ
っ
た
。

司
忠
現
会
長
は
、
こ
の
建
築
に
つ
い

て
「
私
の
履
歴
書
ｌ
司
忠
」
の
項
で
次

屋
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

社

小
売
店
の
く
せ
に
デ
パ
ー
ト
ま
が

店本
い
の
ピ
ル
を
建
て
た
わ
け
だ
が
、
そ

橋本

れ
に
つ
い
て
は
私
な
り
の
計
算
が
あ

日

っ
た
。
本
屋
と
い
う
商
売
は
ど
だ
い

そ
ん
な
に
も
う
か
る
も
の
で
は
な
い
。

資
金
を
半
年
も
一
年
も
ね
か
せ
て
お

い
た
り
す
る
の
は
常
識
だ
か
ら
、
な

ん
と
か
日
銭
を
か
せ
ぐ
方
途
を
誰
じ

iＩ

；

IＩ

霧



昭
和
二
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
、
臨
時
取
締
役
会
に
お
い
て
、
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
の
五
の
一
一
一
に
淡
路
町
ピ
ル
新
築
を
決
し

た
。
そ
の
敷
地
と
し
て
永
楽
不
動
産
株
式
会
社
所
有
地
を
賃
借
し
た
。
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
、
延
面
積
三
六
一
一
一
・
五

○
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
○
九
・
九
六
坪
）
、
総
工
饗
一
、
一
○
○
万
円
、
清
水
建
設
の
施
工
で
昭
和
三
十
年
五
月
竣
工
し
た
。
こ
の
ピ

ル
は
子
会
社
の
丸
善
製
品
販
売
株
式
会
社
、
株
式
会
社
丸
新
縫
製
所
が
使
用
し
た
。

と
０

㈲
神
田
支
店
の
廃
止

当
時
は
、
ま
だ
ピ
ル
も
な
い
時
分
で
あ
り
、
東
京
で
は
丸
善
が
戦
後
初
の
鉄
筋
ピ
ル
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
い
け
る

と
思
っ
た
。
は
た
し
て
こ
れ
が
図
に
当
た
っ
た
。
そ
の
後
貸
し
ピ
ル
は
方
々
に
ふ
え
た
が
、
戦
後
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
丸
善

ピ
ル
だ
っ
た
。

三
支
店
。
出
張
所
の
整
備

二
淡
路
町
ピ
ル
新
築
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昭
和
二
十
五
年
ま
で
に
、
当
社
は
支
店
。
出
張
所
の
店
舗
の
修
復
。
整
備
を
一
応
整
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
経
済
の
回
復
と

市
場
の
変
化
は
、
多
く
の
支
店
で
、
店
舗
改
造
の
必
要
を
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
本
店
建
築
の
遂
行
と
同
時
に
、
支
店
の
新
築
。
改
造
、

出
張
所
の
新
設
を
嬬
踏
な
く
進
め
た
。



昭
和
二
十
七
年
十
月
末
日
、
神
田
支
店
を
閉
店
し
た
。
本
店
の
第
二
期
工
事
も
竣
成
し
て
売
場
も
広
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
大

正
九
年
十
月
一
日
以
来
当
社
の
支
店
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、
三
十
有
余
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
。
一
時
、
東
京
都
民
銀
行
の
あ
っ

た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
位
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

㈲
東
横
店
と
伊
勢
丹
店
の
開
設

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
、
東
京
渋
谷
の
東
横
百
貨
店
六
階
に
丸
善
東
横
店
を
開
い
た
。
洋
書
及
外
国
雑
誌
の
現
金
販
売
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
が
、
所
管
は
本
社
の
店
頭
販
売
部
と
し
た
。

越
え
て
、
昭
和
三
十
年
二
月
十
日
に
新
宿
の
伊
勢
丹
百
貨
店
六
階
に
丸
善
伊
勢
丹
店
を
開
設
し
た
。
目
的
・
所
属
と
も
丸
善
東
横
店

札
幌
支
店
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
元
札
幌
繊
維
製
品
小
売
業
組
合
所
有
の
建
物
を
買
取
り
、
改
造
し
て
営
業
し
て
き
た
が
、
業
務
の

発
展
と
と
も
に
年
一
年
と
手
狭
で
不
便
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
支
店
の
方
か
ら
も
、
屡
食
改
築
を
希
望
し
て
い
た
。

そ
こ
で
昭
和
二
十
八
年
五
月
十
六
日
の
臨
時
取
締
役
会
に
お
い
て
札
幌
支
店
改
築
工
事
の
件
を
決
定
し
た
。
要
点
は
次
の
よ
う
で
あ

越
え
て
、
昭
和
一

と
同
一
で
あ
っ
た
。

ごう

た
０

㈲
横
浜
出
張
所
の
廃
止

昭
和
二
十
九
年
十
月
十
五
日
に
は
、
横
浜
市
港
北
区
日
吉
駅
前
に
あ
っ
た
横
浜
出
張
所
を
閉
鎖
し
た
。

が
挙
が
ら
ず
、
適
当
な
営
業
地
が
見
つ
か
る
ま
で
、
一
時
閉
鎖
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

位
置
が
偏
っ
て
い
た
た
め
業

1292

績
が
挙
が
ら
ず
、
適
当
な

㈲
札
幌
支
店
の
改
築

札
幌
支
店
は
、
前
述
し
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昭
和
二
十
年
六
月
五
日
、
米
軍
機
の
爆
撃
に
よ
り
焼
失
し
た
神
戸
支
店
は
、
そ
の
後
大
阪
支
店
管
轄
下
の
出
張
所
と
な
り
、
つ
づ
い

て
本
社
直
轄
の
出
張
所
と
し
て
神
戸
市
多
聞
通
り
の
仮
営
業
所
で
復
興
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
｝
）
と
は
既
に
記
し
た
と
お
り
で

あ
る
（
本
書
一
、
一
四
六
頁
）
。
い
う
ま
で
も
な
く
当
社
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
支
店
に
昇
格
す
る
意
を
蔵
し
て
い
た
。
た
ま
た
ま
、
同

出
張
所
に
は
中
田
正
雄
が
営
業
係
長
、
続
い
て
同
出
張
所
長
（
昭
和
二
十
四
年
三
月
）
と
し
て
在
勤
し
て
い
た
が
、
中
田
は
、
神
戸
出

張
所
百
年
の
計
画
と
し
て
、
恒
久
的
固
有
の
店
舗
の
必
要
を
痛
感
し
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
確
災
し
た
元
町
売
店
跡
及
そ
の
裏
地

ｉ
：
…
：
；
：
…
：
…
：
：
；
…
…
…
ｉ
：
能
ノ
…
癖
の
買
収
に
全
力
を
尽
し
た
。
当
時
は
戦
後
の
混
乱
期
で
第
三
国

所
も
業
績
を
挙
げ
る
の
に
苦
労
し
た
と
い
う
。

こ
れ
よ
り
少
し
前
、
昭
和
一
一
十
八
年
三
月
二
十
七
日
、
大
阪
ピ
ル
売
店
を
閉
鎖
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
同
年
十
月
、
大
阪
府
立
大

学
学
生
厚
生
施
設
と
し
て
堺
市
百
舌
烏
梅
町
四
丁
目
八
○
四
の
百
舌
烏
学
舎
内
に
売
店
を
開
設
し
た
。

㈲
神
戸
支
店
再
設

癖
紗
鍵
輝
識
鋒
鋤
琢
駕
弄
き
ぢ
黙
十
五
日
清
水
建
設
大
阪
支
店
の
施
工
で
、
神
戸
出
張
所
を
新
築

1294

驚
蕊
議
議
蕊
蕊
鶴
議
灘

q画守

一
店
社
は
中
田
の
報
告
に
基
づ
い
て
、
昭
和
二
十
六
年
一
月
四
日
に

人
の
妨
碍
等
も
あ
っ
て
、
買
収
に
は
苦
心
を
し
た
と
い
う
。
本

》
支
取
締
役
会
を
ひ
ら
き
、
元
町
一
丁
目
裏
通
り
の
土
地
合
計
二
一

秤
一
戸

》
神
九
。
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル
（
六
六
。
五
坪
）
を
買
取
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
そ
し
て
同
地
整
備
の
後
、
昭
和
一
一
十
七
年
十
一
一
月



終
戦
前
、
広
島
の
中
国
書
籍
販
売
会
社
に
当
社
よ
り
社
員
を
派
し
て
、
当
地
の
書
籍
販
売
に
努
力
し
て
き
た
が
、
昭
和
二
十
年
一
一
一
月
、

同
社
の
解
散
と
同
時
に
社
員
を
引
き
上
げ
た
ま
ま
、
戦
後
の
十
年
近
く
が
過
ぎ
た
。
当
社
が
再
び
同
市
に
出
張
所
を
置
く
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
森
戸
辰
男
広
島
大
学
学
長
の
熱
心
な
要
望
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
広
島
市
鉄
砲
町
一
四
五
番
地
、
寿
屋
ピ
ル
ニ

階
一
室
八
一
一
一
・
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル
（
二
五
・
四
○
坪
）
を
賃
借
し
、
諸
般
の
準
備
を
整
え
て
昭
和
一
一
十
九
年
五
月
一
日
開
店
し
た
。

洋
書
・
当
社
出
版
物
・
文
具
・
事
務
機
械
を
取
扱
っ
た
。
大
阪
支
店
の
管
轄
下
で
後
年
、
広
島
支
店
に
発
展
し
た
。

す
る
こ
と
を
決
定
、
昭
和
一
一
十
八
年
一
月
一
一
十
日
起
工
、
同
年
六
月
二
十
九
日
竣
工
、
七
月
一
日
か
ら
開
業
し
た
。
こ
の
建
物
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
一
一
階
建
、
一
部
一
階
平
家
建
、
延
面
横
八
○
○
・
四
一
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
一
四
一
一
。
一
一
一
五
坪
）
、
総
工
費
一
、
八
一
一
一

○
万
円
を
要
し
た
。
当
社
は
、
正
式
に
は
九
月
か
ら
同
出
張
所
を
神
戸
支
店
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
が
、
内
部
的
に
は
七
月
一
日
よ
り
神

戸
支
店
と
呼
称
、
同
日
、
中
田
正
雄
を
初
代
支
店
長
に
任
命
し
た
。

伽
長
崎
支
店
の
縮
少

り

長
崎
支
店
は
、
昭
和
一
一

伽
岡
山
出
張
所
開
設

㈲
広
島
出
張
所
開
設

昭
和
二
十
九
年
九
月
一
日
長
崎
出
張
所
に
縮
少
し
、
再
び
福
岡
支
店
の
管
轄
に
入
っ
た
。

1295

昭
和
一
一
十
六
年
六
月
一
日
、
姫
路
支
店
岡
山
地
方
販
売
係
を
岡
山
出
張
所
に
昇
格
し
、
岡
山
市
上
之
町
五
○
番
地
の
薬
業
会
館
内
に

事
務
所
を
設
置
し
た
。
昭
和
二
十
九
年
八
月
一
日
に
は
、
こ
の
出
張
所
を
姫
路
支
店
か
ら
分
離
し
て
、
支
店
扱
い
と
し
、
そ
れ
ま
で
大

阪
支
店
管
轄
の
四
国
四
県
を
そ
の
管
轄
に
移
し
た
。



支
店
長
任
期
表

Ｚ
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神
田
支
店

薪
川
万
介

十
・
末
閉
鎖

札
幌
支
店

伊
達
研
買

仙
台
支
簡

通
Ⅲ
憲
治

石

川

十・,ｆ
‐.〃

八ぅ!‐

長
崎
支
店

小
林
俊
兜

八
・
一
出
張
所
上
な
る

福
岡
支
店

杉
健

姫
路
支
店

松
本
勝
二

一
出
張
所
と
恋
る

神
戸
・
支
店

中
田
正
雄
．

八
・
一

京
都
支
店

北

ｊ:Ｉ

生

次

田
口
燐
四
・
十
五

/1、
智

林

俊
亮

七
・
二
十

大
阪
支
痛

西
土
春
次

上
田
態
治

ト
ユ
・
八

名
古
屋
支
店

佐
藤
五
夫

え
昭
和
二
十
六
年

昭
和
二
十
．
ご
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
兎
十
九
年

昭
和
三
十
年
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－
て
に
支
店
長
の
任
期
を
あ
げ
る
の
は
適
当
で
は
な
い
が
紙
面
の
都
合
で
表
と
し
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。




